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研究要旨 
 本グループの研究計画は「HTLV-1 関連疾患研究事業」の評価と提言（柱１）と「ATL
発症リスク告知の指針」策定を目指す検討（柱２）の２つの課題を遂行する事である。
本年度の活動概要は以下の通りである。柱１：①「学術シンポジウム- ATL の新たな
治療法の開発−」および海外の研究者 2 名と国内の研究者による「特別講演」を開催
し、情報交換と議論を行った。②「第３回日本 HTLV-1 学会学術集会」を共催した。
③関係学会・研究会における発表内容の調査を行った。④平成２８年７月８日開催「第
10 回 HTLV-1 対策推進協議会」参加と情報交換、⑤年３回班会議を開催し評価と議
論を行った。柱２：当研究グループの専門家による情報収集と評価・検討。今年度は、
本研究グループの分担研究者、HTLV-1 キャリア cohort とバンキングの全国共同研
究組織 JSPFAD の運営委員などの専門家の会合で、リスク評価研究の現状と課題を
検討した。その結果、現時点では「リスク告知」の議論を進めることは時期尚早であ
るとの判断になった。 

 

Ａ.研究目的 

 ATL はその発見から３０年以上が経過し

ているが、未だに有効な治療法が確立されて

おらず、予後不良である。原因ウイルスであ

る HTLV-1 は国内に少なくとも約 110 万人

の感染者がおり、ATL患者も年間約1200人

発症し毎年 1000人以上が亡くなっている。

この現状を背景に、2010 年に首相官邸に特

命チームが組織され、「HTLV-1 総合対策」

が策定された。この対策では、HTLV-1関連

疾患対策として、感染予防、発症予防、新規

治療法開発の３点を課題として、医療行政お

よび研究開発に積極的に取り組む事が規定

されている。申請者らはこれらの作業に当事

者として深く係わってきた。従って、本研究

の目的は、「HTLV-1 とそれによって発症す

る ATL について、感染予防、発症予防、新

規治療法開発、の観点から「HTLV-1関連疾

患研究領域」の各研究事業の進捗状況の把握

と評価を行い、国内外の状況と比較検討し、

戦略的かつ総合的な観点から評価して総合

的かつ効率的な研究体制の提言を行う。また、

「ATL 発症リスクの告知の指針」策定と適

切な運用のあり方について検討を進める。 

 
Ｂ.研究方法 

 「HTLV-1関連疾患研究事業」の評価と提

言（柱１）と「ATL発症リスク告知の指針」

策定を目指す検討（柱２）の２つの課題を遂

行する。最終年度に当たっては、柱１につい

ては、全体の現状把握と評価に基づく提言を

取りまとめ、当該領域の適切かつ効率的な運



 

用に資することを目指す。柱２については、

リスク評価研究の現状と高リスクキャリア

に対する介入手段の有無と研究開発の現状

を把握し、「ATL発症リスク告知」の適否よ

および、議論を進める上での必要な条件とタ

イムテーブルに関して合意形成を目指す。 
柱１「HTLV-1関連疾患研究事業」の評価と

提言：研究分担者が各班会議に参加しての評

価書の作成や、「学術シンンポジウム」「国際

シンポジウムるいは特別講演」の開催や各種

研究会支援を通じて、国内外の研究進捗状況

を把握・評価し、現状と課題を整理した年次

報告書を作成し、最終年度には包括的な提言

と「指針」をまとめる。 
柱２「ATL 発症リスク告知の指針」策定を

目指す検討：「リスク告知の指針検討委員会」

はHTLV-1関連疾患専門家、遺伝相談、医療

倫理の専門家と患者・キャリアの代表で構成

し検討する。 
 本年度に取り組んだ課題をまとめると以

下の様になる。 
（１） 国内におけるATL 及びHTLV-1 関連

領域の研究の現状把握： 

 ①「HTLV-1関連疾患研究領域」と指定さ

れた日本医療研究開発機構(AMED)および

関連の厚生労働科学研究費による研究事業

による研究の現状把握と評価 
 ②当該領域学会の共催および情報把握 
（２）国際的なATL 及びHTLV-1 関連領域

の研究の現状把握： 
 ①国際シンポジウムの開催 
 ②国際学会等での情報収集 
（３）HTLV-1関連疾患研究領域の研究班の

合同成果発表会の開催 
（４）他省庁の研究補助金による研究課題の

研究に関する現状調査と評価 
（５）「HTLV-1 対策推進協議会」と班員と

の情報交換 
（６） 年３回の班会議とメール会議による

情報交換と議論 
 

・各課題に即して概説すると以下の様になる。 
（１） 国内におけるATL 及びHTLV-1 関

連領域の研究の現状把握 
 ①「HTLV-1関連疾患研究領域」に含まれ

るAMED 及び厚生労働科学研究費の研究事

業による研究の現状把握と評価：「HTLV-1
総合対策」推進の責任部署である労働省結核

感染症課が指定した、平成２８年度の

「HTLV-1関連疾患研究領域」の研究課題に

加えて関係する研究事業の班会議開催に際

して、当研究グループの班員がオブザーバー

として参加し、所定の評価用紙に評価を記載

して報告する。 
 ②当該領域学会・研究会の共催および情報

把握：他の省庁・機関によって支援されてい

る ATL に関わる研究課題および研究組織を

含めて、研究の進捗状況把握のため、各種研

究会の開催支援を行う。これにより、基礎か

ら臨床までの幅広い研究組織の活動実態と

進行状況を把握し評価する。 
（２）国際的なATL 及びHTLV-1 関連領域

の研究の現状把握： 
 ①国際シンポジウムの開催：海外と国内の

研究者各々数名を招待してシンポジウムを

開催し、国外での研究進展状況の把握、情報

交換と交流を促進し、我が国の研究の評価と

位置付けを行うとともに、国際的研究協力の

可能性を追求する。 
 ②国際学会等での情報収集：班員等が関連

の国際学会・研究集会等に参加して情報収

集・情報交換を行う。 
（３）HTLV-1関連疾患研究領域の研究班の

合同発表会の開催：2016 年度（平成２８年

度）に当研究領域で採択されている研究事業

に加え、関連の研究事業の研究代表者が、年

度末に一同に会して当該年度の研究の進捗

状況を発表し、議論する機会を設ける。この

発表会終了後に当研究班の第３回班会議を

開催し進捗状況や問題点に関して議論する。 
（４）他省庁の研究補助金による研究課題の

研究に関する現状と評価：特に、文部科学省



 

の科学研究費補助金による研究事業と、

「HTLV-1関連疾患研究領域」の枠に含まれ

ない日本医療研究開発機構（AMED）の研究

事業の有無につき、情報を集めて整理し、本

研究領域の研究課題との関係等を検討する。 
（５）「HTLV-1 対策推進協議会」と班員と

の情報交換：「HTLV-1 対策推進協議会」に

おける議論の内容をその議事録を班員に紹

介し、班会議等で議論を行う。 
（６）年3回の班会議とメール会議による情

報交換と議論：班会議を年3回開催し、情報

交換、関連班研究の進展状況の情報共有と評

価に関する議論を行う。 
 以上の様な作業を通じて、医療行政に適切

な情報発信を行うとともに、総合的かつ戦略

的な研究推進体制の確立に貢献する。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究計画は、その性質上「倫理面への配慮」

を特に考慮する必要がない。 

 
C. 研究結果 
(I)個々の活動の概要 
 （１）「HTLV-1 関連疾患研究領域」の厚

生労働科学研究費および日本医療研究開発

機構（AMED）による研究事業の研究の現状

把握と評価： 
(A)「HTLV-1 関連疾患研究領域」全体の現

状 
 周知の様に「HTLV-1 関連疾患研究領域」

は、当初は、研究領域の趣旨をふまえて、既

存の各領域の研究事業の枠内で幾つかの研

究課題を採択し、当該領域の研究として統一

的に推進を図ることを目指している。 
 しかしながら、2015 年度（平成 27 年度）

からは、直接医療行政に関わる厚生労働科学

研究費の課題を除き、大多数の医学領域の研

究事業が日本医療研究開発機構（AMED）へ

移管された。これに伴い、「HTLV-1 関連疾

患研究領域」とされるもののうち3件のみが

厚生労働科学研究費の枠内の研究事業とな

っている。 
 2016年度の「HTLV-1関連疾患研究領域」

で採択された研究課題を、AMED および厚

生労働科学研究費の事業枠組みに基づいて

集計すると以下の通りである。 
 今年度の当研究領域の研究事業は総数で

18 件であり、このうち 2 件のみが本年度か

ら開始されたものである。他は継続課題であ

るが、全体の18件中13件は本年度が最終年

度となっている。 
1）厚生労働省所管の、がん対策推進総合研

究（がん政策研究）、難治性疾患政策研究事

業、成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業

それぞれ1件、計3研究事業 
2）日本医療研究開発機構（AMED）所管の

研究事業をまとめると以下のようになる。 
①がん対策推進総合研究（革新的がん医療実

用化研究）：5研究事業 
②難治性疾患実用化研究事業：５研究事業 
③新興・再興感染症に対する革新的医薬品等

開発推進研究事業：5研究事業 
 昨年度から本格的に日本医療研究開発機

構（AMED）の活動が開始され、大多数の研

究事業が厚生労働省から移管された。本年度

の採択研究課題全体を昨年度と比較すると、

採択された研究事業の数は、全体で２件減少

している（表１）。今年度の本領域の研究費

の総額は 867,287 千円であり、昨年度の

1,450,854千円に比して583,567千円とほぼ

3分の2に減額となっている。 
 それぞれの研究事業の研究期間を検討す

ると、2015 年度採択の「難治性疾患政策研

究事業」の2件（研究代表者：中嶋 孝およ

び山野 嘉久）と「新興・再興感染症に対す

る革新的医薬品等開発推進研究事業」の1件

の計 3 件は、2017 年度に終了予定であり、

本年度採択の「新興・再興感染症に対する革

新的医薬品等開発推進研究事業」の1件（研

究代表者：松岡雅雄）と厚生労働科学研究費

「難治性疾患政策研究事業」の1件（研究代

表者：山野嘉久）の１件、合わせて 2 件は



 

2018年度に終了予定である。他の13研究事

業は本年度（2016 年度）で研究期間が終了

する。 
 2016 年度の研究課題の領域的な分布につ

いて検討するため、これら 18 研究課題のマ

ッピングを行うと以下の様になる。 
１．ウイルス学：なし 
２．ウイルス感染の実態把握と感染予防関

係：5研究事業 
３．感染細胞の特性解析・増殖制御：1研究

事業 
４．HAM等関連疾患関係：５研究事業 
５．ATL関係（臨床治験をふくむ）：５研究

事業 
６．医療行政的内容のもの：１研究事業 
７．その他、難病や関連疾患の大規模解析プ

ロジェクト：１研究事業 
 この様な研究課題の領域の分布を見ると、

他のウイルス感染領域の研究事業（例えばエ

イズ対策研究事業、肝炎対策研究事業）、と

比較し、研究費の規模の違いは別にして、ウ

イルス学に関する基礎研究課題が研究課題

としては独立して採択されていないことが

特徴である。一方、ATL の領域で５つの研

究事業が採択されており、特に「革新的がん

医療実用化研究事業」の研究事業では、「付

随研究」として、統合的ゲノム解析研究、分

子標的探索、バイオマーカー探索等をふくむ

基盤的な研究内容が組み込まれていること

が研究事業の特徴と言える。 

 
(B)各研究事業の研究進捗状況の評価 
①オブザーバーによる各研究事業の進捗状

況の評価： 
 「HTLV-1関連疾患研究領域」の研究事業

に関して、その研究班会議に、本研究班グル

ープの分担研究者１〜数名がオブザーバー

として参加し、研究の進捗状況の把握と評価

を行った。 
 具体的には、小規模の研究事業のため班会

議を開催しない研究班と班会議開催日が年

度末に予定されているものを除き１０班の

研究班を対象とした。分担研究者がオブザー

バー参加し、評価書を作製した。評価書のま

とめは資料として添付した（資料１参照）。 
 評価シートは、「進捗状況について」と「今

後の展望について」の欄があり、それぞれに

自由記載の形でコメントを記載した。 
 全体の評価は「ほぼ順調に進展している」

と言うものが大多数であったが、一部の臨床

研究では患者の登録の遅れがあり、期間内で

の研究完了に懸念が示された。評価書では、

個々の研究班ごとに、オブザーバーから高く

評価出来る点と、検討課題として今後の取り

組み・改善を求める点が指摘されていた。こ

れらの評価書をそれぞれの研究代表者へ送

付し、事後の研究推進計画策定の参考として

利用してもらった。 
 評価委員からの第三者的コメントは、それ

ぞれの研究事業の適正且つ効率的な運用に

資するところが大きいと考えられた。 

 
（２）国内のATL及びHTLV-1関連領域の

研究の現状把握 
 各分担研究者が、それぞれの専門領域の国

内学会（ウイルス学会、分子生物学会、血液

学会、神経免疫学会、がん学会等）に参加し、

成果の発表と同時に、関連領域の研究に関す

る情報収集を行った。 
 また、2013年 10月に、従来の「HTLV-1
研究会」を母体として発足した「日本

HTLV-1学会」の今年度の学術集会（第３回

学術集会）を共催し、当研究領域の研究成果

の発表と情報交換の場とした。第３回学術集

会は、400名余の参加があり、熱心な議論が

行われた。（資料２、３参照） 

 
（３）国際的なATL 及びHTLV-1 関連領域

の研究の現状把握： 
①学術シンポジウムの開催： 
 国際的な研究活動の現状把握と、海外の研

究者との情報交換および交流を目的に、第6



 

回目の国際シンポジウムに相当する講演会

を「日本HTLV-1学会 第3回学術集会」と

併催の形で、2016年8月27日に鹿児島県市

町村自治会関で開催した。 
 今回の国際学術シンポジウムに相当する

特別講演会は、我が国の演者1名によるATL
研究の現状総括に加え、世界における

HTLV-1感染の現状をテーマに、フランスと

オーストラリアから研究者を招き講演を依

頼した。各講演者の発表演題は以下の通りで

ある（資料３．参照）。 
１．渡邉 俊樹（聖マリアンナ医科大学大学

院）「ATL研究の現状ー発症予防と個別化治

療へ向けた展開」  
２．Dr. Antoine Gessain（Institut Pasteur 
Paris, France）「Origin of HTLV-1 infection 
in Central Africa: Importance of 
interspecies transmission through severe 
bite from Gorilla」 
３．Dr. Lloyd Einsiedel（Baker IDI Heart 
and Diabetes Institute, Australia）「The 

Human T Lymphotropic Virus type 1 
subtype c: a major cause of morbidity and 
mortality for socially disadvantaged 
Indigenous Australians」 
 本特別講演において、ATL の発症予防と

個別化医療の開発へ向けた研究の現状を総

括するとともに、原因となるHTLV-1ファミ

リーのウイルスのアフリカ大陸における感

染の実態（咬傷を通じた高頻度の水平感染の

存在）、および、オーストラリア原住民にお

ける高頻度の感染と関連疾患の現状が紹介

された。中央オーストラリア地域では

HTLV-1 の subtype で あ る Australo- 
Melanesian HTLV-1c subtypeが、オースト

ラリア先住民の間で高い感染率を示し、集

落・地域によっては、成人の40％がHTLV-1
キャリアであること、さらに、HTLV-1感染

と気管支拡張症の強い相関関係が報告され

た。この報告は、我が国において呼吸器疾患

と HTLV-1 感染の関係の再検討の必要性を

示唆すると考えられる。 
②国際学会等での情報収集： 
 今年度は当研究事業の取り組みとしては

特に海外学会への派遣は行わなかったが、分

担研究者らは、独自に、米国血液学会(ASH,
サンディエゴ)、ヨーロッパ血液学会（EHA,
コペンハーゲン）、国際悪性リンパ腫会議

(ICML,ルガノ)、T-cell lymphoma Forum 
(TCLF, サンフランシスコ)などに参加し、情

報の収集を行った。また、2017 年 3 月に東

京で開催される第 18 回国際ヒトレトロウイ

ルス HTLV 会議を共催し、海外から 1 名の

研究者を招待した。 
 
（４）HTLV-1関連疾患研究領域の研究班の

合同発表会の開催： 
 2017 年 2 月 4 日（土）に東京大学医科学

研究所附属病院トミーホールで、2016 年度

厚生労働科学研究費「HTLV-1関連疾患研究

領域」研究班合同発表会を開催した（資料４、

５．参照）。この発表会は、研究計画に従い、

「HTLV-1関連疾患研究領域」全体を俯瞰し

ながら、ATL の分野の研究の現状と進展状

況を包括的に把握する事を目指したもので

ある。本年は、「HTLV-1関連疾患研究領域」

の課題に指定されていない 3 つの研究課題

の代表者からも進捗状況の発表をお願いし

た。具体的は以下のと3研究事業である。 
１．（創薬基盤推進研究事業）「抗 HIV-1 核

酸系逆転写酵素阻害薬アバカビルの成人 T
細胞白血病への適応拡大に関する臨床研究」

（研究代表者：高折 晃史） 
２．（産学連携医療イノベーション創出プロ

グラム（ACT-M）「成人Ｔ細胞白血病リンパ

腫(ATL)に対する新規テーラーメイド治療」

（研究代表者：小川 誠司） 
３．（産学連携医療イノベーション創出プロ

グラム（ACT-M））「ヒストンメチル化酵素

EZH1/2の二重阻害による革新的がん根治療

法の開発 」（研究代表者：北林 一生） 
 今年度採択されている「HTLV-1関連疾患



 

研究領域」に含まれる１８研究事業の研究代

表者から当該年度の研究進捗状況の発表が

あった（表１、ポスターとプログラムは資料

４、５を参照）。 
 一般参加者と関係者合わせて 152 名参加

があり、質疑応答も非常に活発に行われて、

盛況な会となった。 
 発表会は、5あるいは6の研究班の成果発

表で構成される 4 つのセッションから構成

されていた。本合同発表会は、当初の目的通

り、「HTLV-1 関連疾患研究領域」の研究課

題を網羅し、さらに関連の研究事業の進捗状

況の発表も行われた。このため、HTLV-1の

感染・疫学からHAM等の関連疾患や、ATL
に至る全領域の基礎から臨床の研究、および、

相談業務や医療体制の現状にまでわたる広

い領域の研究の進捗状況と現状を包括的に

把握する貴重な機会となった。なお、今年度

も、この合同発表会の内容を評価する「評価

シート」を作製し、当研究班の班員が評価を

行った。発表会に引き続き、2016 年度の第

３回の班会議を開催し、発表内容を踏まえた

意見交換と評価が行われた。 

 
（５）他省庁の研究補助金による研究課題の

研究に関する現状と評価： 
 「科学研究費助成事業データベース」を用

いて、昨年同様に調査を行った。その結果、

平成 28 年度の文部科学省／日本学術振興会

の科学研究費による研究課題で HTLV-1 お

よび関連疾患に関わるものが、各種総計して

64件確認出来た（表２、３）。 
1）文部科学省科学研究費補助金による研究

課題 
調査対象は、新学術領域の中の計画研究およ

び公募研究、基盤研究(S)、(A)、(B)、(C)お
よび挑戦的萌芽研究の研究課題と、若手研究

(A)と(B)、研究活動スタート支援および学術

振興会特別研究員奨励費である。Web で検

索可能な限りでは、上記 64 件の研究課題の

う ち 、 今 年 度 も (S) お よ び (A) に は

HTLV-1/ATL 関係の研究課題は採択されて

おらず、学術振興会特別研究員奨励費での採

択も認められなかった。新学術領域に関して

も本年度は該当する研究課題の採択はない。

基盤研究(B)では７件、基盤 (C)では37件が

採択されていた。それぞれの課題を表にして

示すと共に、簡略に個別課題を以下に記載す

る。 
１．「学術研究支援基盤形成」の中に含まれ

る研究課題 
「学術研究支援基盤形成」の中の「コホー

ト・生体試料支援プラットフォーム」に「血

液悪性腫瘍バイオリソース支援」の形で1件

が含まれている。 
２．基盤研究における研究課題 
 表２に示す様に、昨年度と同様、基盤研究

の(S)および(A)には採択課題が無く、今年度

は学術振興会特別研究員奨励費の採択もな

い。基盤研究(B)は７課題であり、新規採択

が３件、継続課題は 4 件で、いずれも 2016
年度が最終年度となる。新規採択課題の研究

終了年は2019年と2020年となっている。 
 基盤研究(C)では、総計37課題が採択され

ている。そのうち新規採択は 11 件、継続は

26 件となっている。新規採択課題の終了時

期は 9 件が 2019 年となっており、残りの 2
課題が 2020 年及び 2021 年となっている。

継続課題のうち、13 課題の最終年度が本年

度（2016 年度）となっている。残りの継続

課題のうち13課題の最終年度が2017年度、

１課題が2018年度となっている。 
３．その他の研究費 
若手研究では A が１件新規採用となり最終

年度は2018年度を予定している。若手研究

（B）では５件が新規採択となり、そのうち

３件は最終年度が 2017 年度で 2 件が 2018
年度と予定されている。若手研究(B)の継続

課題は 6 件あり、いずれも本年度（2016 年

度）が最終年度となっている。 
研究活動スタート支援は１件が継続となっ

ているが、本年度が最終年度である。 



 

 挑戦的萌芽研究は 7 件が採択されており、

そのうち４件が継続で 3 件が新規採択とな

っている。継続の4件はいずれも本年度が最

終年度となっており、新規採択分は 2018年

度までの3年の研究期間のものが２件、2019
年度までの4年のものが1 件となっている。 
２）文部科学省科学研究費補助金における

2016年度の研究課題の解析 
１．研究年度分布 
 本年度（2016 年度）に開始された「新学

術領域」の「コホート・生体試料支援プラッ

トフォーム」は例外的に6年間の継続が予定

され、最終年度は2021年度である。 
 基盤研究(C)の研究期間は、5年が1件、4
年が４件、他の33件は全て3年間であった。

基盤(B)では、本年度採択の 2 件のうち 1 件

が4年の研究期間で、他の新規・継続の研究

課題５件はいずれも3年であった。 
開始年度と最終年度の分布を見ると、基盤研

究(C)では、採択年度ごとに 2013 年２件、

2014年10件、2015年15件、2016年度11
件となっている。一方、基盤研究(B)では、

2013 年 2 件、2014 年 2 件、2015 年なし、

2016年2件となっていた。 
２．領域的な分布状況 
 研究分野の分布を検討して見ると、若手研

究(A), (B)、挑戦的萌芽研究、基盤研究(B)と
(C)のカテゴリーで検討すると、以下の様な

分布であった。 
「血液内科学」21 件、「腫瘍生物学」7 件、

「ウイルス学」が 7 件、「神経内科学」が 5
件であった。「疫学・予防医学」、「眼科学」

と産婦人科学」の領域が各１件のみであった

ことは注目される。一方「腫瘍治療学」の2
件を加えると、「腫瘍学」の領域での採択件

数が計９件に上ることは、HTLV-1によって

引き起こされる疾患の中では、圧倒的にATL
に注目して医学研究が行われていることを

反映しているものと考えられた。 
 一方、基盤研究（C）で、看護学領域が 2
件、社会学の分野で１件の課題が採択されて

いることが注目される。「総合対策」に伴い、

キャリアの方々を対象とした相談・カウンセ

リング業務の重要性が注目されてきたこと

を反映したものと考えられる。 
 上記が文科省科学研究費補助金の採択枠

組から見た分類と集計であるが、採択件数は、

基盤研究を中心に一定の数が維持されてい

ることが明らかである。ただ、本年度終了の

課題が多数あることから、来年度の採択数と

研究分野の分布が注目される。 
 実際の研究課題の内容を検討すると、母子

感染に関わる産婦人科領域・小児科領域で研

究課題が 1 件しか採択されていない事が注

目される。  
３．研究経費 
 従来同様に、上記の採択課題の枠組みは、

基盤研究を中心とした、個人あるいは小グル

ープによって遂行される研究課題に限定さ

れている。従って、研究経費は比較的小規模

である。大部分の研究課題については、１名

から数名の若手研究者を中心とした研究グ

ループが限定された研究課題を遂行するの

が限界であると考えられる。一方、出口の見

える研究が中心となっている昨今の情勢を

考慮すると、基盤研究では小規模であっても、

将来展開する可能性を持つ多様なシーズを

広く採択し新たな展開を可能にする配慮は

不可欠であると考える。 
４．研究課題の領域的分布 
 ２でまとめたものは、研究費の申請の際の

枠組みに基づくまとめであるが、内容的な検

討を加えると以下の様になる。文部科学省科

学研究費の趣旨に基づき、研究課題は大多数

が基礎的なものである。 
 今年度は、基盤研究(B)、(C)で、「血液内科

学」と「腫瘍学領域」の18件がATLを主な

対象とする課題である。これに加えて「疫

学・予防医学」、「実験病理学」と「人体病理

学」の各１件、「実験病理学」、「病態医化学」、 
「病態検査学」「ゲノム医科学」の 8 件の研

究課題、合わせて計11研究課題がATLの研



 

究である。つまり、基盤研究の採択研究課題

の過半数が ATL 研究である。この実態は、

臨床医学的課題の重要性から当然とも言え

るが、研究分野の分布としては偏りがあると

言わざるを得ない。今後、ウイルス学、感染

症学などの立場からの基礎研究が申請され

採択される事を期待する。 
 
（６）「リスク告知の指針」策定を目指す検

討： 
  厚生労働省との話し合いにおいて、｢発症

リスク告知に関する指針｣を作製する方向で

準備を開始することが承認されたことを踏

まえ、研究活動計画の柱２として計画を立て

た。研究班発足以来、班会議などを通じて班

員をはじめとした臨床家及び研究者が議論

を重ねて来た。その結果、以下の様な基本的

認識で一致している。つまり、リスク告知は

低リスクのキャリアにとっては、不安解消な

どポジティブな効果を持つが、発症予防の手

段がない状況では、高リスクのキャリアにと

っては発症や将来の不安を掻き立てること

になり非常に負担が大きい。したがって、リ

スク告知の種々の議論は、病態解析の研究の

進展、発症予防薬開発の研究の進展状況をよ

く踏まえて検討すべきであり、現時点では、

分担研究者と専門家の間で、研究の進捗状況

に関する情報を慎重に検討すべき段階であ

り、非専門家をふくむ「検討委員会」の開催

は、時期尚早であるとの方針が合意された。 
ただ、発症予防に利用できる薬物の臨床治験

も視野に入ってきていることから、適切な時

期に改めて現状認識とリスク告知の社会的

問題に関しての議論が可能になると考えら

れる。 

 
（７）「HTLV-1 対策推進協議会」と班員と

の情報交換：  
 2016年度は、第10回（2016年7月8日）

が開催された。第11回は2017年3月22日

に開催が予定されている。 

 本研究班の班会議の席で、協議会での議論

を議事録等に基づいて紹介し、情報の共有を

図ると共に、議論を行った。 
 協議会における今年度の議論は、 (1)自治

体における取り組み例のヒアリング、 
(2)HTLV-1の啓発・普及活動について、 (3)
研究報告として①HTLV-1 の感染状況につ

いて疫学データーの更新、②HTLV-1関連研

究について 5 年間の総括と今後の対策への

提言、(4)今後の対策に関する意見交換、が行

われた。研究成果として、HTLV-1の水平感

染の実態が明らかになり、今後の啓発活動の

あり方や感染予防の取り組みに関して議論

が行われた。 
 また、この協議会において「HTLV-1総合

対策」の実施状況を確認するばかりでなく、

「総合対策」の継続の必要性が強く主張され、

今後のあり方に関して議論を行うのが望ま

しいとの考えが示された。 
 
（８） 年３回の班会議とメール会議による

情報交換と議論： 
 2016 年度は、合計 3 回（2016 年 6 月 11
日、12 月 24 日、2017 年 2 月 4 日）の班会

議を開催した。 
 第1回と第2回の班会議は内丸班全体の班

会議の中で開催した。班全体の当該年度の活

動計画を承認し、その後グループ別の会議を

行った。当グループの会議では、今年度研究

推進体制の確認と具体的活動内容について

合意した。「HTLV-1 関連疾患研究領域」の

各研究班の班会議へのオブザーバー参加は、

昨年同様に、原則として、年度の後半に開催

される班会議へ参加して、研究の進捗状況の

把握を目指す方針が承認された。また、当研

究計画の柱２「リスク告知の指針」策定を目

指す検討」について検討し、昨年度の方針を

継続することで合意した。 
 2017 年年 2 月 4 日の合同発表会後に開催

された第３回班会議では、合同発表会の評価

書をもとに、各研究事業の進捗状況を各研究



 

班ごとに議論した。さらに、今年度の報告書

作成の基本方針に関して合意した。 

 
D. 考察 
 当グループの研究課題は、本来、独立の研

究事業として申請されたものであるが、他の

政策的研究課題と統合して実施することに

なった経緯がある。従って、当初計画を見直

して、特に取り組みが必要な部分について活

動を行った。基本的な目的は、HTLV-1感染

症/ATL について、感染予防、発症予防、新

規治療法開発の観点から研究推進の現状と

問題点を把握して評価し、「医療行政」と「関

連疾患研究」の適正な推進に向けた提言をす

ることである。従って、「HTLV-1 関連疾患

研究領域」に含まれる研究事業の評価は必須

である。また、それを可能にするためには、

国内外の研究の進捗状況をリアルタイムで

把握し、評価の基準とすることが求められる。 
以上の立場から、国内外の研究の進展状況を

把握すると共に、「HTLV-1 関連疾患研究領

域」の研究課題のみならず、厚生労働科学研

究費および文部科学省科学研究費補助金に

おいて遂行されている研究課題を調査し、そ

れらの研究課題の領域的分布、研究期間及び

研究費の規模等を検討してきた。2015 年度

からは、AMED による研究費配分システム

がスタートしたことに伴い、従来の厚生労働

科学研究費の大部分がAMED の研究事業へ

変更された。これらを踏まえ、情報の整理を

行うことで、AMED および厚生労働科学研

究費の各枠組での研究課題と文部科学省の

科学研究費補助金による我が国における研

究活動の全体像を明らかにすることができ

た。 
 国際（学術）シンポジウムの開催は、国内

外の研究進捗状況の把握と評価に資するの

みならず、当該分野の臨床家・研究者間の国

内外の情報交換および交流の機会を提供し

ており、研究の活性化に大きく貢献し、有益

であると判断された。 

柱２の「ATL 発症リスク評価法開発の現状

把握とリスク告知に関わる指針の作成」に関

しては、専門家と関係者の議論に基づき、慎

重かつ着実に進める方針で一致した。バイオ

マーカー探索の研究や検査法の進歩を把握

し、発症予防法開発の進展を見据えながら、

議論を進めるのが適切と判断した。 
 
E. 結論 
 「HTLV-1関連疾患研究領域」の発足に伴

い、ATL や HTLV-1 関連疾患の研究体制は

飛躍的に強化された。昨年度からは、日本医

療研究開発機構（AMED）の体制が本格的に

適用されたために、厚生労働科学研究費は政

策的課題に限定され、ほとんどの研究事業が

日本医療研究開発機構の研究事業として統

合された。研究課題は基本的には「出口志向」

であるが、臨床研究を主としながらも付随研

究の中に基礎的な研究課題を取り込む構造

も工夫されたいた。これは、研究計画の構造

として適切であり、基礎研究者が臨床家と密

接に協力しながら研究を展開することが可

能な体制であり、将来的にもこの様な設計は

有意義であると考える。ただ、今年度も研究

事業数は減少傾向が続き、それに伴い、研究

費の総額も昨年度比約 3 分の２に減額され

ている。 
 しかしながら、AMED の研究事業の中に

厚生労働科学研究費の様に「HTLV-1関連疾

患研究領域」をバーチャルに設定することは

事実上困難であると考えられる。したがって、

次年度以降の当該領域の研究開発推進の方

策に関しては「HTLV-1総合対策」のあり方

とともに再検討に時期となっている。 
 本領域は、アフリカ、南米を中心として世

界的な広がりを持つレトロウイルス感染症

という観点からは、我が国における研究活動

は、科学技術先進国としてまさに国際的な責

務を負っている。一方、従来の日本の研究の

蓄積からATLはT細胞リンパ腫の領域で最

も研究の進んでいる疾患の一つと言うこと



 

ができる。いまだに標準治療法が無く、極め

て予後の悪い T 細胞リンパ腫の新たな治療

法開発に資するモデル疾患として我が国の

研究には国際的な期待が高い。 
 従って、更に国際的な研究進展の現状を踏

まえて、研究課題の領域的な分布とテーマの

内容を戦略的に配置し、有効な研究体制を検

討して提案することの重要性が改めて確認

された。 
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8. Iwatsuki K, Yamaguchi M, Hamada T, 
Sugaya M, Miura M,Ohshima K, Morishita 
K, “Cell adhesion molecule 1 is a 
biomarker for leukemic cells in progressive 
or refractory Sézary syndrome”, 3rd World 
Congress of Cutaneous Lymphomas, 
Columbia University, NY, U.S.A. Oct. 27, 
2016 (Oct. 26-28, 2016) (Oral & Poster) 

9. Hamanaka Y, Shibayama H, Tanimura A, 
Yokota T, Ezoe S, Ichii M, Ishibashi T, Doi 
Y, Nagate Y, Oritani K, Kanakura Y, 
“Anamorsin is essential for B-cell terminal 
differentiation”, 21st Congress of the 
European Hematology Association, Bella 
Center, Copenhagen, Denmark, Jun.11, 
2016(Jun.9-12, 2016)(Poster) 

10. Shibayama H, Kawaguchi T, Kuroda J, 
Nakamae H, Matsumura I, Miyamoto T, 
Ishikawa J, Kamimura T, Fukushima K, 



 

Imamura Y, Eto T, Sunami K, Shimokawa 
M, Akashi K, Kanakura Y, “Safety and 
Efficacy of a Switch to Nilotinib in Patients 
with CML-CP Showing MMR to Imatinib: 
Results of a Multicenter Phase II Trial 
(NILSw Trial) ”, The American Society of 
Hematology 58th Annual Meeting, 
SanDiego convention center, SanDiego, 
CA, U.S.A., Dec.3, 2016 (Dec.3-6, 
2016)(Poster) 

11. Doi Y, Yokota T, Satoh Y, Ueda T, Shingai 
Y, Ichii M, Tanimura A, Ezoe S, Shibayama 
H, Oritani K, Kohwi-Shigematsu T, 
Kanakura Y, “SATB1 Expression Helps in 
Identification of the Lymphoid-Lineage- 
Biased Trajectory of Functionally 
Fluctuating Hematopoietic Stem Cells”, 
The American Society of Hematology 58th 
Annual Meeting, SanDiego convention 
center, SanDiego, CA, U.S.A., Dec.4, 2016 
(Dec.3-6, 2016)( Oral) 

12. Ueda T, Yokota T, Shingai Y, Doi Y, 
Ishibashi T, Sudo T, Nagate Y, Tanimura A, 
Tokunaga M, Fujita J, Ichii M, Ezoe S, 
Shibayama H, Oritani K, Kanakura Y, 
“Endothelial Cell-Selective Adhesion 
Molecule (ESAM) Is Required for the 
Ontogeny of Definitive Hematopoietic 
System in Mice”, The American Society of 
Hematology 58th Annual Meeting, 
SanDiego convention center, SanDiego, 
CA, U.S.A., Dec.5, 2016 (Dec.3-6, 2016) 
(Poster) 

13. Kataoka K, Nagata Y, Kitanaka A, 
Yasunaga JI, Iwanaga M, Shiraishi Y, Chiba 
K, Sato-Otsubo A, Sanada M, Tanaka H, 
Suzuki H, Sato Y, Shiozawa Y, Yoshizato T, 
Yoshida K, Nosaka K, Hishizawa M, 
Itonaga H, Imaizumi Y, Munakata W, Shide 
K, Kubuki Y, Hidaka T, Kameda T, 
Nakamaki T, Ken Ishiyama, Miyawaki S, 

Tobinai K, Miyazaki Y, Takaori-Kondo A, 
Shibata T, Miyano S, Matsuoka M, 
Shimoda K, Watanabe T, Ogawa S, 
“Prognostic Impact of Integrated Genomic 
Genetic Profiling in Adult T-cell 
Leukemia/Lymphoma” EHA 2016 (21st 
European Hematology Association 
Congress), Copenhagen, Denmark, Jun 
9-12, 2016. (Poster Presentation EHA21, 
June 11, 2016) 

 
（国内学会） 
1. 山野嘉久.HAMのCCR4モノクローナル

抗体療法, 第34回日本神経治療学会総

会, 2016年11月3日～5日, 鳥取（米子市）

〔米子市文化ホール〕(招待講演) 
2. 金倉 譲、「造血幹細胞の特性とその疾

患に関する研究」、第78回日本血液学会

学術集会、パシフィコ横浜、横浜、2016
年10月15日(2016年10月13日～15日)(口
演)(JSH学会賞受賞講演) 

3. 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、北

中明、安永純一朗、岩永正子、白石友

一、眞田昌、吉里晢一、吉田健一、野

坂生郷、菱澤方勝、糸永英弘、今泉芳

孝、棟方理、幣光太郎、久富木庸子、

日高智徳、亀田拓郎、中牧剛、石山謙、

宮脇修一、飛内賢正、宮崎泰司、高折

（近藤）晃史、柴田龍弘、宮野悟、松

岡雅雄、下田和哉、渡邉俊樹、小川誠

司、「Prognostic relevance of integrated 
molecular profinling in adult T-cell 
leukemia/lymphoma」、第78回日本血液学

会学術集会、パシフィコ横浜、横浜、

2016年10月13日(2016年10月13日〜15
日) （口演） 

4. 綿谷陽作、佐藤康晴、西田賢司、三好

寛明、永田安伸、北中明、幣光太郎、

白石友一、千葉健一、田中洋子、吉里

晢一、吉田健一、眞田昌、宮崎泰司、

高折（近藤）晃史、柴田龍弘、宮野悟、



 

松岡雅雄、渡邉俊樹、下田和哉、大島

孝一、吉野正、小川誠司、片岡圭亮、

「Comparative mutational profiling of ATL 
and other PTCLs」、第78回日本血液学会

学術集会、パシフィコ横浜、横浜、2016
年10月13日(2016年10月13日〜15日) 
（口演） 

5. 山岸誠、藤川大、大杉剛生、本間大輔、

安達宣明、堀真琴、中川翔太、中野和

民、小林誠一郎、田中勇悦、岩永正子、

宇都宮與、塚崎邦弘、荒木一司、内丸

薫、渡邉俊樹、「Epigenetic landscape in 
adult T cell leukemia-lymphoma (ATL); 
proof of concept for targeting EZH1/2」、第

78回日本血液学会学術集会、パシフィ

コ横浜、横浜、2016年10月13日(2016年
10月13日〜15日) （口演） 

6. 中島 誠、矢持 忠徳、渡邊真理子、

宇都宮與、東原正明、内丸薫、渡邉俊

樹、堀江良一、「The emergence of 
hyperploid cells in CD30+ subpopulation of 
adult T-cell leukemia」、第78回日本血液学

会学術集会、パシフィコ横浜、横浜、

2016年10月13日(2016年10月13日〜15
日) （ポスター） 

7. 中野和民、千原庸平、小林誠一郎、内

丸薫、渡邉俊樹、「Quantitative and 
qualitative disorders of the Wnt5a pathway 
in ATL cells」、第78回日本血液学会学術

集会、パシフィコ横浜、横浜、2016年
10月13日(2016年10月13日〜15日) （ポ

スター） 
8. 今泉芳孝、岩永正子、野坂生郷、伊藤

薫樹、石塚賢治、宇都宮與、戸倉新樹、

友寄毅昭、下田和哉、飛内賢正、渡邉

俊樹、内丸薫、塚崎邦弘、「Nationwide 
survey of ATL in Japan on the prognosis 
and therapeutic interventions」、第78回日本

血液学会学術集会、パシフィコ横浜、

横浜、2016年10月13日(2016年10月13日
〜15日) （口演） 

9. 片岡圭亮、永田安伸、北中明、白石友

一、島村徹平、安永純一朗、十時泰、

渡邉俊樹、柴田龍弘、松岡雅雄、宮野

悟、下田和哉、小川誠司、「網羅的遺

伝子解析による成人 T 細胞白血病リン

パ腫の病態解明」、第 75回日本癌学会

学術集会、パシフィコ横浜、横浜、2016
年 10 月 8 日(201６年 10 月 6 日〜8 日) 
（日本癌学会奨励賞受賞講演） 

10. 中野和民、田部亜季、中木戸誠、千原

庸平、小林誠一郎、田中勇悦、宇都宮

與、津本浩一、内丸薫、渡邉俊樹、

「FoxM1とc-Myb間の相乗的活性化ル

ープがATL細胞の悪性化形質を規定す

る」、第75回日本癌学会学術集会、パシ

フィコ横浜、横浜、2016年10月7日(201
６年10月6日〜8日) （口演） 

11. Sawada L, 永野佳子, 長谷川温彦, 金井
光, 佐藤知雄, 山野嘉久, 田中勇悦, 神
奈木真理. IL-10 は survivin と IRF4 の
誘導を介してHTLV-1 感染細胞の増殖
を促進する. 第 75回日本癌学会学術総
会, パシフィコ横浜、横浜、2016年 10
月7日(201６年10月6日〜8日) （口演） 

12. 渡邉俊樹、山岸 誠、中野和民、内丸薫、

「ATL細胞におけるシグナル伝達系の

異常な活性化の機構と意義」、第75回日

本癌学会学術集会、パシフィコ横浜、

横浜、2016年10月６日(201６年10月6日
〜8日) （シンポジウム招待講演） 

13. 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、北

中明、安永純一朗、岩永正子、白石友

一、千葉健一、佐藤亜以子、眞田昌、

田中洋子、鈴木啓道、佐藤悠佑、塩澤

裕介、吉里晢一、吉田健一、野坂生郷、

菱澤方勝、今泉芳孝、日高智徳、中牧

剛、宮脇修一、飛内賢正、宮崎泰司、

高折（近藤）晃史、柴田龍弘、宮野悟、

下田和哉、松岡雅雄、渡邉俊樹、小川

誠司、「成人T細胞性白血病/リンパ腫に

おける全遺伝子プロファイリングと予

後の相関」、第75回日本癌学会学術集会、



 

パシフィコ横浜、横浜、2016年10月６

日(201６年10月6日〜8日) （口演） 
14. 山岸誠、藤川大、大杉剛生、堀真琴、

中野和民、小林誠一郎、岩永正子、宇

都宮與、内丸薫、渡邉俊樹、「エピジェ

ネティクスを基盤とした成人T細胞白

血病の新たな治療戦略」、第75回日本癌

学会学術集会、パシフィコ横浜、横浜、

2016年10月６日(201６年10月6日〜8日) 
（口演） 

15. 山野嘉久.希少難病HAMの分子病理解
明による治療薬開発の新展開. 第 1回
臨床薬理学会関東・甲信越地方会, 
2016年 9月 3日, 神奈川県（横浜市）〔横
浜市社会福祉センター〕（招待講演） 

16. 津川浩一郎、山野嘉久、中島貴子、上
野隆彦、牛谷真由美、桑原理恵、藤原
佐百合、小林理々子. 聖マリアンナ医
科大学臨床研究データセンターの現状, 
第 1回日本臨床薬理学会関東・甲信越
地方会, 2016年 9月 3日, 神奈川（横浜）
〔横浜市社会福祉センター〕 

17. 高起良、片山貴子、岩永正子、相良康

子、日野雅之、内丸薫、浜口功、宇都

宮與、渡邉俊樹、「関西地区でのHTLV-1
感染者コホート（JSPFAD）における

HTLV-1水平感染キャリアの解析」、第3
回日本HTLV-1学会学術集会、鹿児島県

市町村自治会館、鹿児島、2016年8月28
日（2015年8月26日〜8月28日）（口演） 

18. 中野和民、宇都宮與、山口一成、内丸 薫、

渡邉俊樹、「Proto-oncogene MYB発現異

常によるc-Myb経路撹乱がATL細胞悪

性化形質を規定する」、第3回日本

HTLV-1学会学術集会、鹿児島県市町村

自治会館、鹿児島、2016年8月28日（2015
年8月26日〜8月28日）（口演） 

19. 中武彩子、阪本訓代、須藤幸夫、西片

一朗、中畑新吾、武本重毅、岩永正子、

相良康子、天野正宏、前田宏一、末岡

栄三朗、岡山昭彦、宇都宮與、下田和

哉、渡邉俊樹、森下和広、「AlphaLISA
法を用いた血中可溶型CADM1測定系

の開発とATLの診断応用への検討」、第3
回日本HTLV-1学会学術集会、鹿児島県

市町村自治会館、鹿児島、2016年8月28
日（2015年8月26日〜8月28日）（口演） 

20. 中島誠、矢持忠徳、渡邊真理子、内丸

薫、宇都宮與、東原正明、渡邉俊樹、

堀江良一、「成人T細胞白血病における

CD30陽性細胞集団に高倍数体細胞は

出現する」、第3回日本HTLV-1学会学術

集会、鹿児島県市町村自治会館、鹿児

島、2016年8月27日（2015年8月26日〜8
月28日）（口演） 

21. 山岸誠、澤礼乃、藤川大、堀真琴、中

野和民、宇都宮與、渡邉俊樹、内丸薫、

「成人T細胞白血病（ATL）の遺伝子翻

訳異常とその意義」、第3回日本HTLV-1
学会学術集会、鹿児島県市町村自治会

館、鹿児島、2016年8月27日（2015年8
月26日〜8月28日）（Young Investigator 
Award Presentation） 

22. 渡邉俊樹、「ATL研究の現状ー発症予防

と個別化治療へ向けた展開」、第3回日

本HTLV-1学会学術集会、鹿児島県市町

村自治会館、鹿児島、2016年8月27日
（2015年8月26日〜8月28日）（特別講

演） 
23. 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、北

中明、安永純一朗、岩永正子、野坂生

郷、糸永英弘、今泉芳孝、幣光太郎、

宮崎泰司、高折晃史、下田和哉、松岡

雅雄、渡邉俊樹、小川誠司、「ATLにお

ける網羅的遺伝子プロファイルが予後

に与える影響」、第3回日本HTLV-1学会

学術集会、鹿児島県市町村自治会館、

鹿児島、2016年8月27日（2015年8月26
日〜8月28日）（口演） 

24. 綿谷陽作、佐藤康晴、西田賢司、三好

寛明、永田安伸、北中明、白石友一、

高折晃史、宮野悟、松岡雅雄、渡邉俊

樹、下田和哉、大島孝一、吉野正、小

川誠司、片岡圭亮、「ATLおよびT細胞



 

リンパ腫における遺伝子変異プロファ

イルの解析」、第3回日本HTLV-1学会学

術集会、鹿児島県市町村自治会館、鹿

児島、2016年8月27日（2015年8月26日
〜8月28日）（口演） 

25. Sanaz Firouzi, Amir Farmanbar, 
Sreewattanawoot Sarun(Ball), Seiichiro 
Kobayashi, Kazumi Nakano, Makoto 
Yamagishi, Kenta Nakai, Kenta Nakai, 
Toshiki Watanabe, Yutaka Suzuki, Kaoru 
Uchimaru “Comprehensive mutation 
profiling of HTLV-1 infected cells based on 
phenotypic analysis of ATL progression”,、
第3回日本HTLV-1学会学術集会、鹿児

島県市町村自治会館、鹿児島、2016年8
月27日（2015年8月26日〜8月28日）（口

演） 
26. 山野嘉久. HAM の分子病態解明による

治療薬開発の新展開, 第 3回日本
HTLV-1 学会学術集会, 2016 年 8 月 26
日～28日, 鹿児島（鹿児島市）〔鹿児島
県市町村自治会館〕(招待講演) 

27. 新谷奈津美、佐藤知雄、八木下尚子、
高橋克典、内丸薫、山野嘉久. HTLV-1
関連脊髄症（HAM）におけるHAS-Flow
法を用いたATL 発症高危険度患者の予
測, 第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会, 
2016年 8月 26日～28日, 鹿児島（鹿児
島市）〔鹿児島県市町村自治会館〕(オー
ラル) 

28. 井上永介、Ariella Coler-Reilly、新谷奈
津美、八木下尚子、佐藤知雄、高田礼
子、山野嘉久. HAM 発症から診断まで
の期間における納の運動障害重症度の
経時推移の解析, 第3回日本HTLV-1学
会学術集会, 2016 年 8 月 26 日～28 日, 
鹿児島（鹿児島市）〔鹿児島県市町村自
治会館〕(オーラル) 

29. 佐藤知雄、Ariella Coler-Reilly、新谷奈
津美、八木下尚子、中村龍文、永井将
弘、新野正明、竹ノ内徳博、中川正法、
松崎敏男、山野嘉久. HAM 患者に対す
る経口ステロイド維持療法の長期的効
果, 第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会, 
2016年 8月 26日～28日, 鹿児島（鹿児

島市）〔鹿児島県市町村自治会館〕(オー
ラル) 

30. 玉木慶子、佐藤知雄、津川潤、山野嘉
久、坪井義夫. HAM 患者における治療
効果を予測するバイオマーカーの検討, 
第 3回日本HTLV-1 学会学術集会, 2016
年 8月 26日～28日, 鹿児島（鹿児島市）
〔鹿児島県市町村自治会館〕(ポスター) 

31. 鈴木貴久, 梅北邦彦, 福井翔一, 岩本直

樹, 中村英樹, 岡田覚丈, 藤川敬太, 荒
牧俊幸, 塚田敏昭, 坪井雅彦, 松岡直樹, 
中島宗敏, 植木幸孝, 江口勝美, 日高利

彦, 岡山昭彦, 川上純. 抗HTLV-1抗体

の有無が関節リウマチに対する抗TNF
療法への反応性に与える影響について

の検討：多施設共同研究. 第60回日本リ

ウマチ学会総会・学術集会. 関節リウマ

チの治療：感染症. W55-1. 2016. （4月
21-23日（22日発表）, 神奈川県横浜市, 
パシフィコ横浜） 

32. 岡山昭彦, 梅北邦彦, 川上純. HTLV-1陽
性関節リウマチ患者診察の留意点. 第
60回日本リウマチ学会総会・学術集会. 
臨床に役立つ感染症とリウマチ性疾患

の関連. S9-2. 2016. （4月21-23日（22日
発表）, 神奈川県横浜市, パシフィコ横

浜） 
33. 鈴木貴久, 梅北邦彦, 福井翔一, 岩本直

樹, 中村秀樹, 岡田覚丈, 藤川敬太, 荒
巻俊幸, 塚田敏昭, 坪井雅彦, 松岡直樹, 
中島宗敏, 植木幸孝, 日髙利彦, 岡山昭

彦, 川上純. 抗HTLV-1抗体の有無が関

節リウマチに対する抗TNF両方への反

応性に与える影響についての検討. 第3
回日本HTLV-1学会学術集会. 2016. （8
月26-28日（28日発表）, 鹿児島県鹿児

島市, 鹿児島県市町村自治会館） 
34. 梅北邦彦, 宮内俊一, 野村創, 梅木一美, 

橋倉悠輝, 久保和義, 松田基弘, 河野彩

子, 岩尾浩昭, 小村真央, 高城一郎, 長
友安弘, 岡山昭彦. HTLV-1感染細胞に

よる関節リウマチ滑膜細胞の活性化機



 

構. 第3回日本HTLV-1学会学術集会. 
2016. （8月26-28日（28日発表）, 鹿児

島県鹿児島市, 鹿児島県市町村自治会

館） 
35. 橋倉悠輝, 梅木一美, 山田明輝, 山本成

郎, 梅北邦彦, 長谷川寛雄, 柳原克紀, 
岡山昭彦. HTLV-1欠損プロウイルスの

細胞間感染. 第3回日本HTLV-1学会学

術集会. 2016. （8月26-28日（28日発表）, 
鹿児島県鹿児島市, 鹿児島県市町村自

治会館） 
36. 中武彩子, 阪本訓代, 須藤幸夫, 西片一

朗, 中畑新吾, 武本重毅, 岩永正子, 相
良康子, 天野正宏, 前田宏一, 末岡栄三

朗, 岡山昭彦, 宇都宮與, 下田和哉, 渡
邉俊樹, 森下和広. AlphaLISA法を用い

た血中可溶型CADM1測定系の開発と

ATLの診断応用への検討. 第3回日本

HTLV-1学会学術集会. 2016. （8月26-28
日（28日発表）, 鹿児島県鹿児島市, 鹿
児島県市町村自治会館） 

37. 梅木一美, 橋倉悠輝, 山田明輝, 山本成

郎, 梅北邦彦, 浜口功, 岡山昭彦. 
HTLV-1抗体ウエスタンブロット判定保

留検体における核酸検査の有効性. 第3
回日本HTLV-1学会学術集会. 2016. （8
月26-28日（28日発表）, 鹿児島県鹿児

島市, 鹿児島県市町村自治会館） 
38. 桐原志保美，板垣亮里，岩永正子，新

野大介：長崎大学病院における悪性リ

ンパ腫の病理学的検討2006-2015:ATL
の割合トレンド：第3回日本HTLV-1学会

学術集会：プログラム・抄録集p.83：演

題番号P-23, 2016年8月27日~ 28 日, 鹿
児島県市町村自治会館 

39. 板垣亮里, 桐原志保美，岸川孝之，岩永

正子, 新野大介：上五島病院における悪

性リンパ腫の病理学的検討

2006-2015:ATLの割合のトレンド：第3
回日本HTLV-1学会学術集会：プログラ

ム・抄録集p.83：演題番号P-24, 2016年8

月27日~ 28 日, 鹿児島県市町村自治会

館 
 
（その他） 
1. 齋藤 滋：HTLV-1母子感染対策～医療

機関と地域が協力して行う母子感染予

防～. 高知県HTLV-1母子感染対策に関

する研修会. 2017.2.7, 高知（招待講演） 
2. 齋藤 滋. 感染症Today「HTLV-1母子感

染予防に関する最近の話題」. ラジオ

NIKKEI出演. 2016.12.7 
3. 山野嘉久. HAM患者レジストリ「HAM

ねっと」による難病医療の向上を目指

して, AMED連携シンポジウム, 2017年1
月6日, 東京（千代田区大手町）〔国立研

究開発法人日本医療研究開発機構会議

室〕(招待講演) 
4. 渡邉俊樹、「ATLのクローン性増殖の分

子基盤と新規治療法の探索」、長崎血液

疾患エキスパートミーティング、協和

発酵キリン株式会社主催、ベストウェ

スタンプレミアホテル長崎６F「グラン

ド」、長崎県長崎市、2016年9月30日(招
待講演) 

5. 渡邉俊樹、「HTLV-1/ATL研究の目指す

もの：疾患の基礎研究から発症予防・

治療法開発へ」、平成２８年度第１回長

崎大学大学院セミナー、長崎大学病院

新中央棟２階第１会議室、長崎県長崎

市、2016年9月14日(招待講演) 
6. 渡邉俊樹、「我が国に多い白血病ウイル

スと白血病」、平成２８年度いわみざわ

市民大学、岩見沢市生涯学習センター

「いわなび」、北海道岩見沢市、2016年
8月31日(招待講演) 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 
2. 実用新案登録       
3. その他 

すべて該当なし 


